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英
語
に
よ
る
模
擬
裁
判
を

活
発
に
開
く
相
馬
た
ち
だ

が
、
近
代
日
本
を
つ
く
る
に

は
国
際
的
な
法
律
知
識
を
持

っ
た
人
材
の
育
成
が
必
要
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
明

治
９
（
１
８
７
６
）
年
、
相

馬
、
目
賀
田
、
三
浦
、
江
木
、

清
水
ら
は
日
本
法
律
会
社
を

発
足
。
初
代
社
長
に
は
三
浦

が
就
任
し
、
日
本
へ
帰
っ
て

か
ら
日
本
語
で
法
律
を
教
え

る
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
意
見

が
ま
と
ま
っ
た
。

相
馬
、
三
浦
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
を
優
秀
な
成
績
で
卒

業
し
、
さ
ら
に
エ
ー
ル
大
学

大
学
院
へ
進
学
。
薩
摩
藩
出

身
の
田
尻
稲
次
郎

は
、
エ
ー
ル
大
学

文
科
を
卒
業
、
大

学
院
に
進
学
し
て

い
た
。
相
馬
は
日

本
語
で
経
済
も
教

え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
田
尻
と

駒
井
を
引
き
合
わ

せ
る
。
彼
ら
は
日

本
語
の
教
科
書
を

作
る
た
め
、
翻
訳

作
業
に
没
頭
す

る
。

明
治
１２
（
１
８
７
９
）
年

８
月
、
田
尻
と
駒
井
が
帰

国
、
相
馬
と
目
賀
田
は
９
月

に
帰
国
し
た
。
相
馬
は
祖
母

の
も
と
を
訪
れ
、
帰
国
の
報

告
を
す
る
。
そ
こ
に
目
賀
田

か
ら
法
律
事
務
所
に
手
ご
ろ

な
物
件
が
見
つ
か
っ
た
と
手

紙
が
届
い
た
。

そ
の
事
務
所
を
拠
点
に

「
専
修
学
校
」
設
立
の
準
備

が
進
ん
で
い
く
。
学
校
開
設

前
に
、
慶
應
義
塾
の
福
沢
諭

吉
の
協
力
を
得
て
昼
間
の
授

業
後
に
夜
間
、
場
所
を
借
り

て
教
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

相
馬
と
目
賀
田
は
司
法
省

附
属
代
言
人
に
任
命
さ
れ
、

本
格
的
に
活
動
を
始
め
る
。

目
賀
田
は
勝
海
舟
の
三
女
・

り
く

逸
子
と
結
婚
。
相
馬
も
陸
と

婚
約
し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ
ン

グ
を
取
り
交
わ
す
。

校
舎
も
見
つ
か
り
、
私
立

学
校
開
業
上
申
書
を
提
出
し

た
相
馬
ら
は
、
開
業
広
告
を

出
し
、
生
徒
を
募
集
。
そ
し

て
、
明
治
１３
（
１
８
８
０
）

年
９
月
１６
日
の
開
校
入
学
式

を
迎
え
…
…
。

本紙５・６月号で撮影状況を掲載した創立１３０周年記念映画

「学校をつくろう その時、若者たちは未来を見た」（神山征二

郎監督）は、６月初旬にクランクアップし、このほど編集・音楽

などすべての作業を終え、完成した。

創立記念日特集として、撮影時の写真とともにストーリーの概

略をお伝えしよう。

戊
辰
戦
争
で
奮
闘
し
た
彦

根
藩
士
・
相
馬
信
一
郎
（
永

胤
）
は
新
時
代
を
見
据
え
、

我
が
国
の
急
務
は
、
強
兵
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
。
明
治

３
（
１
８
７
０
）
年
春
、
大

阪
陸
軍
兵
学
校
の
試
験
を
受

け
た
が
、
惜
し
く
も
不
合
格

と
な
る
。
西
洋
文
明
を
も
て

は
や
す
風
潮
を
嫌
う
相
馬

は
、
薩
摩
藩
の
西
郷

隆
盛
（
永
島
敏
行
さ

ん
∥
昭
５４
文
）
の
も

と

を

訪

れ

る
。
日
本
の

未
来
は
、
若

者
の
双
肩
に

か
か
っ
て
い

る
と
期
待
す

る

西

郷

は

「
兵
学
を
学

ぶ
に
は
留
学

す
る
べ
し
」

と
勧
め
る
。

英
語
が
ま
っ

た
く
で
き
な

い
相
馬
だ
っ

た
が
、
彦
根

藩
大
参
事
の

谷
鉄
臣
（
尾

崎
英
二
郎
さ

ん
∥
平
３
経

済
）
に
許
可

を
求
め
、
相

馬
の
熱
意
に

動
か
さ
れ
た
谷
大
参
事
の
許

可
を
得
て
、
明
治
４
（
１
８

７
１
）
年
７
月
、
彦
根
藩
藩

費
留
学
生
と
し
て
横

浜
港
か
ら
、
ひ
と
り

渡
米
す
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到

着
し
た
相
馬
は
、
ド
ク
タ
ー

・
カ
ー
ル
教
授
の
家
に
下
宿

し
、
英
語
の

特
訓
を
受
け

る
。
希
望
し

て
い
た
陸
軍
士
官
学
校
へ
の

入
学
は
か
な
わ
ず
、
法
律
か

経
済
を
学
ぼ
う
と
決
意
し
、

大
学
入
学
準
備
の
た
め
猛
勉

強
す
る
。
し
か

し
、
視
力
が
弱

ま
り
、
読
書
も

で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
専

門
科
に
進
ん
で

い
な
い
も
の
は

学
費
を
停
止
す

る
、
帰
国
せ
よ

と
の
通
知
が
届

き
、
労
賃
が
支
給
さ
れ
る
農

学
校
に
入
る
が
、
学
費
の
工

面
が
で
き
ず
、
明
治
６
（
１

８
７
３
）
年
末
、
再
び
渡
米

す
る
こ
と
を
決
意
し
な
が
ら

帰
国
す
る
。

井
伊
家
か
ら
学
費
を
出
し

て
も
ら
い
再
渡
米
し
た
相
馬

は
ピ
ー
ク
ス
キ
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
を
席
次
５
番
と
い
う
優
秀

な
成
績
で

卒
業
。
明

治
８
（
１

８
７
５
）

年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
に
入
り
、
江
木
高

遠
、清
水
篤
守（
徳
川

御
三
卿
清
水
家
の
当
主
）、三

浦
和
夫
ら
と
出
会
う
。
留
学

生
が
集
う
会
で
江
木
の
紹
介

に
よ
り
、
留
学
生
監
督
の
目

賀
田
種
太
郎
と
出
会
い
、
意

気
投
合
す
る
。
こ
の
こ
ろ
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
に
は
、
旧
桑

名
藩
主
・
松
平
定
教
の
随
従

と
し
て
駒
井
重
格
が
留
学
し

て
い
た
。
定
教
と
と
も
に
清

水
篤
守
を
訪
ね
た
駒
井
は
、

そ
こ
で
相
馬
と
出
会
う
。

彦
根
藩
の
武
勇
の
家
に
生

ま
れ
た
相
馬
永
胤
（
１
８
５

０
～
１
９
２
４
）
は
、
動
乱

の
な
か
初
志
を
貫
い
た
不
屈

の
行
動
家
。
の
ち
に
銀
行
家

と
し
て
不
動
の
地
位
を
築
き

な
が
ら
専
修
大
学
の
発
展
に

最
後
ま
で
力
を
尽
く
し
た
。

明
治
４
（
１
８
７
１
）年
、

新
政
府
の
命
に
よ
る
彦
根
藩

か
ら
の
欧
米
視
察
員
に
選
抜

さ
れ
、
米
国
に
旅
立
っ
た
。

そ
の
後
、
思
わ
ぬ
帰
国
か
ら

再
渡
米
、
失
明
寸
前
の
眼
病

に
か
か
る
な
ど
異
国
で
の
数

々
の
困
難
や
危
機
を
乗
り
越

え
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
卒

業
。
さ
ら
に
エ
ー
ル
大
学
大

学
院
で
経
済
学
を
修
め
た
。

法
学
徒
の
ク
ラ
ブ
「
日
本

法
律
会
社
」
を
設
立
。
こ
れ

が
専
修
学
校
誕
生
の
土
台
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
分
野
の
留
学
生
と
共

に
幅
広
い
学
術
分
野
の
ク
ラ

ブ
「
興
学
社
」
を
結
成
。
留

学
中
、
終
生
の
同
志
と
な
る

目
賀
田
種
太
郎
、
田
尻
稲
次

郎
、
駒
井
重
格
ら
と
出
会

い
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
法
学
徒
と
経
済
学
徒

の
二
つ
の
輪
が
結
ば
れ
た
。

帰
国
後
、
司
法
省
附
属
代

言
人
（
弁
護
士
）に
。
田
尻
、

目
賀
田
、
駒
井
ら
と
共
に
専

修
学
校
創
立
に
情
熱
を
傾

け
、
米
国
留
学
時
の
仲
間
の

協
力
を
得
て
念
願
の
専
修
学

校
を
設
立
。
法
律
科
で
教

え
、「
売
買
法
」「
海
上
法
」

「
保
険
法
」
「
流
通
証
書

法
」
「
米
国
訴
訟
法
」
な
ど

を
担
当
し
た
。

学
外
で
は
横
浜
始
審
裁
判

所
判
事
な
ど
を
務
め
、
横
浜

正
金
銀
行
官
選
取
締
役
と
な

る
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
の
開
設

に
尽
力
し
、
国
内
外
で
活

躍
、
同
銀
行
の
頭
取
を
務
め

た
。
第
１
回
衆
議
院
議
員
選

挙
に
当
選
。

こ
の
間
も
専
修
学
校
の
教

壇
に
立
ち
、
初
代
校
長
を
務

め
た
。
高
等
商
業
学
校
（
現

・
一
橋
大
学
）
で
も
法
律
を

講
義
。
「
私
立
専
修
大
学
」

改
称
と
同
時
に
学
長
に
就

任
。
大
学
令
公
布
に
よ
り
大

学
に
認
可
さ
れ
た
大
正
１１

（
１
９
２
２
）年
、
文
部
省
は

は
ん

ぷ

学
制
頒
布
５０
年
記
念
祝
典
に

際
し
、
相
馬
と
田
尻
を
教
育

功
労
者
と
し
て
表
彰
し
た
。

大
正
１２
年
の
関
東
大
震
災

で
は
、
自
宅
に
仮
事
務
所
を

設
け
て
復
興
事
業
を
指
揮
。

授
業
が
再
開
さ
れ
た
矢
先
の

１３
年
１
月
２６
日
に
死
去
。

著
書
に
『
英
米
売
買
法
』『
米

国
訴
訟
法
』
な
ど
が
あ
る
。

財
政
学
の
権
威
と
し
て
明

治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍

し
た
経
済
学
者
の
田
尻
稲
次

郎
（
１
８
５
０
～
１
９
２

３
）
は
、
教
育
者
と
し
て
も

専
修
大
学
に
最
後
ま
で
尽
く

し
た
。

薩
摩
藩
京
都
上
屋
敷
に
藩

士
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。洋

学
を
学
び
、
長
崎
に
遊

学
し
た
後
、
上
京
。
慶
應
義

塾
、
開
成
所
、海
軍
兵
学
寮
、

大
学
南
校
に
学
び
、
刑
部
省

か
ら
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
明

治
４
（
１
８
７
１
）
年
、
ア

メ
リ
カ
の
土
を
踏
ん
だ
。
エ

ー
ル
大
学
で
経
済
学
、
財
政

学
を
学
び
学
位
を
得
て
、
引

き
続
き
同
大
学
大
学
院
に
学

ん
だ
。

相
馬
と
は
「
興
学
社
」
を

お
こ
し
た
。
質
素
を
旨
と
し

衣
服
に
か
ま
わ
ぬ
姿
を
、
友

人
た
ち
か
ら
「
き
た
な
り
」

（
田
尻
の
号
は
北
雷
）
と
親

し
み
を
こ
め
て
呼
ば
れ
た
逸

話
が
あ
る
。

明
治
１２
（
１
８
７
９
）
年

に
帰
国
し
翌
年
、
専
修
学
校

を
創
立
す
る
と
、
田
尻
は
駒

井
と
共
に
経
済
科
で
教
授
。

「
貨
幣
論
」「
銀
行
史
」「
租

税
論
」
「
国
債
論
」
な
ど
を

担
当
。
文
部
省
御
用
掛
を
命

ぜ
ら
れ
、
東
京
大
学
で
も
理

財
学
を
講
義
し
た
。

大
蔵
省
入
り
を
し
て
か
ら

は
財
政
学
の
知
識
を
高
く
買

わ
れ
た
。
後
に
帝
国
大
学
法

科
大
学
教
授
を
兼
任
。
日
本

初
の
法
学
博
士
の
学
位
を
得

る
。大

蔵
省
銀
行
局
長
を
経

て
、
主
税
局
長
、
貴
族
院
議

員
、
大
蔵
次
官
、
大
蔵
総
務

長
官
を
経
て
会
計
検
査
院

長
、
帝
国
学
士
院
会
員
。
さ

ら
に
子
爵
と
な
る
。
会
計
検

査
院
長
を
退
く
と
東
京
市
長

に
就
任
、
政
治
の
分
野
で
も

活
躍
し
た
。
専
修
大
学
の
学

監
を
務
め
た
。

経
済
科
の
教
科
書
に
用
い

た
田
尻
の
訳
書
に
は
英
・
マ

ク
ラ
ウ
ド
の
『
銀
行
史
』
、

同
・
ゼ
ボ
ン
の
『
貨
幣
論
』、

仏
・
ボ
リ
ュ
ー
の
『
財
政

論
』
な
ど
が
あ
り
、
当
代
随

一
と
評
さ
れ
た
。

東
京
市
長
在
職
時
も
専
修

大
学
で
日
曜
日
に
講
義
（
補

講
）
を
持
っ
た
。
平
日
に
授

業
に
出
ら
れ
な
い
、
働
く
若

者
た
ち
の
た
め
を
思
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。
要
職
に
つ
い

て
か
ら
も
教
育
現
場
か
ら
離

れ
ず
、
生
徒
に
教
え
る
労
を

惜
し
ま
な
い
姿
勢
は
多
く
の

子
弟
に
慕
わ
れ
た
。

専
修
大
学
は
、
前
身
で
あ
る
専
修
学
校
と
し
て
明
治
１３

（
１
８
８
０
）
年
９
月
１６
日
に
誕
生
し
た
。
日
本
で
初
め

て
経
済
、
法
律
の
専
門
教
育
課
程
を
日
本
語
で
授
け
る
専

門
学
校
と
し
て
開
学
。
主
な
創
立
者
で
あ
る
相
馬
永
胤
、

田
尻
稲
次
郎
、
目
賀
田
種
太
郎
、
駒
井
重
格
の
４
人
は
、

留
学
中
の
ア
メ
リ
カ
で
出
会
い
、
新
時
代
を
担
う
人
材
を

育
て
て
母
国
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
志
を
一
に
し
た
の

だ
。
い
ず
れ
も
１０
代
、
２０
代
で
渡
米
、
創
立
時
は
２０
代
か

ら
３０
歳
ま
で
の
若
さ
だ
っ
た
。
４
人
は
そ
の
後
、
社
会
で

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
る
一
方
、
専
修
学
校
の
教
壇
に

立
ち
、
生
徒
の
育
成
に
尽
力
、
専
修
学
校
の
社
会
的
地
位

を
高
め
る
こ
と
に
努
め
た
。
４
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み

よ
う
。

（
参
考
文
献
『
専
修
大
学
百
年
史
』）

目
賀
田
種
太
郎
（
１
８
５

３
～
１
９
２
６
）
は
、
幼
少

か
ら
漢
学
を
学
び
、
英
語
、

数
学
を
修
め
た
。
英
才
の
誉

れ
高
く
、
大
学
南
校
に
入

学
。
新
政
府
に
よ
り
米
国
留

学
生
に
選
ば
れ
、
明
治
３
年

（
１
８
７
０
）
、
１７
歳
で
米

国
に
渡
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
一
般

法
学
の
大
意
、
国
法
学
を
学

び
、
と
り
わ
け
国
際
公
法
の

研
究
に
意
欲
を
燃
や
す
。
同

校
を
卒
業
し
学
位
を
得
て
帰

国
し
た
。

日
本
に
戻
っ
た
目
賀
田
は

同
８
年
（
１
８
７
５
）
、
留

学
生
監
督
を
命
ぜ
ら
れ
、
開

成
学
校
の
生
徒
を
引
き
連
れ

て
再
渡
米
。
自
ら
も
法
学
の

研
究
を
深
め
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
相
馬

ら
と
と
も
に
「
日
本
法
律
会

社
」
を
結
成
。
頻
繁
に
将
来

の
計
画
を
話
し
合
っ
た
。

帰
国
後
、
目
賀
田
は
相
馬

と
行
動
を
共
に
し
、
司
法
省

附
属
代
言
人
と
な
る
か
た
わ

ら
、
専
修
学
校
設
立
の
準
備

に
あ
た
っ
た
。

専
修
学
校
創
立
後
、
目
賀

田
は
相
馬
と
共
に
日
本
語
に

よ
る
法
律
講
義
を
始
め
た
。

担
当
は
「
訴
訟
演
習
」
「
私

訴
犯
法
」
「
弁
論
科
」
な
ど

で
、
自
ら
編
纂
し
た
『
私
訴

犯
法
』
『
羅
馬
法
典
』
を
教

科
書
に
用
い
た
。

卒
業
式
で
は
、
米
国
の
慣

行
に
な
ら
い
、
卒
業
生
が
演

説
を
行
っ
た
が
、
そ
の
指
導

に
熱
心
だ
っ
た
の
が
名
演
説

家
の
目
賀
田
だ
。
声
の
出
し

方
、
抑
揚
、
身
ぶ
り
や
し
ぐ

さ
ま
で
指
導
し
た
と
い
う
。

大
蔵
省
に
入
り
、
主
税
局

長
な
ど
を
務
め
た
。
日
清
戦

争
の
後
、
戦
後
財
政
の
一
策

と
し
て
葉
煙
草
専
売
法
公
布

に
尽
力
、
煙
草
専
売
事
業
の

基
礎
を
築
く
。
「
日
韓
議
定

書
」
が
締
結
さ
れ
た
韓
国
へ

財
政
顧
問
と
し
て
赴
任
。
男

爵
、
貴
族
院
議
員
、
枢
密
顧

問
官
と
な
っ
た
。

再
渡
米
中
に
伊
沢
修
二

（
東
京
音
楽
学
校
∥
現
・
東

京
芸
術
大
学
∥
初
代
校
長
）

と
出
会
い
、
日
本
の
音
楽
唱

歌
を
欧
米
の
音
楽
と
同
化
さ

せ
よ
う
と
共
に
研
究
、
音
楽

教
育
の
発
展
に
も
貢
献
し

た
。大

正
１３
年
（
１
９
２
４
）

に
催
さ
れ
た
相
馬
、
田
尻
の

追
悼
会
で
は
、
病
を
お
し
て

出
席
。
盟
友
を
し
の
ぶ
辞
を

贈
っ
た
。
そ
の
２
年
後
に
他

界
。
目
賀
田
夫
人
・
逸
子

は
、
勝
海
舟
の
三
女
。

駒
井
重
格
（
１
８
５
３
～

１
９
０
１
）は
、
専
修
学
校
、

高
等
商
業
学
校
（
現
・
一
橋

大
学
）
な
ど
で
次
代
を
担
う

若
者
の
教
育
に
尽
力
し
た
。

留
学
中
に
学
ん
だ
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
に
堪
能
で
、
フ
ラ

ン
ス
経
済
学
を
日
本
に
導

入
。
近
代
日
本
に
お
け
る
経

済
学
の
先
駆
者
で
あ
る
。

桑
名
藩
士
の
家
に
生
ま

れ
、
１４
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

戊
辰
戦
争
に
参
戦
。
北
陸
・

東
北
地
方
を
転
戦
し
た
。

そ
の
後
、
旧
桑
名
藩
主
・

松
平
定
教
の
ア
メ
リ
カ
留
学

に
随
行
し
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
で
経
済
学
を
学
ん
だ
。

渡
米
４
年
の
留
学
期
間
中

に
、
田
尻
稲
次
郎
や
相
馬
永

胤
、
目
賀
田
種
太
郎
ら
と
知

り
合
い
、
友
情
を
深
め
、
学

校
創
立
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

明
治
１２
年
（
１
８
７
９
）、

帰
国
。
特
に
田
尻
と
の
友
情

は
終
生
続
き
、
帰
国
時
、
田

尻
の
粗
末
な
服
装
を
み
か

ね
、
自
ら
新
調
し
た
背
広
を

田
尻
に
贈
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。

専
修
学
校
を
開
校
す
る
と

駒
井
は
も
っ
ぱ
ら
経
済
科
で

教
え
、「
外
国
為
換
」「
予
算

論
」
「
経
済
考
徴
」
な
ど
を

担
当
し
た
。
駒
井
の
翻
訳
教

科
書
に
英
・
ホ
ー
セ
ッ
ト
の

『
自
由
保
護
貿
易
論
』
、
同

・
グ
ー
シ
ェ
ン
の
『
外
国
為

換
論
』、
仏
・
ボ
リ
ュ
ー
『
歳

計
予
算
論
』
、
英
・
ケ
ア
ン

ズ
の
『
経
済
要
論
』
な
ど
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
高
く
評
価

さ
れ
、
ボ
リ
ュ
ー『
財
政
論
』

に
つ
い
て
は
、
駒
井
・
閲
、

田
尻
・
訳
と
な
っ
て
い
る
。

開
校
の
翌
年
の
第
１
回
卒

業
式
で
は
、
卒
業
生
１１
人
に

卒
業
証
書
を
手
渡
す
大
役
を

担
っ
た
。
の
ち
に
大
蔵
省
入

り
し
、
国
債
局
長
兼
大
蔵
参

事
官
に
昇
進
し
た
。

東
京
大
学
予
備
門
や
岡
山

中
学
校（
現
・
岡
山
県
立
岡
山

朝
日
高
等
学
校
）
や
岡
山
県

師
範
学
校（
現
・
岡
山
大
学
）、

高
等
商
業
学
校
な
ど
で
も
英

語
や
経
済
学
を
教
え
た
。

校
長
を
務
め
た
高
等
商
業

学
校
で
は
名
校
長
と
慕
わ

れ
、
校
長
の
要
職
の
ま
ま
死

去
。
４８
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。
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６
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創
立
１３０
周
年
記
念
映
画
完
成
‼

そ
う
ま
・
な
が
た
ね

学学
校校
をを
つつ
くく
ろろ
うう

―

そ
の
時
、若
者
た
ち
は
未
来
を
見
た

―

不
屈
の
志
で
米
留
学

専
修
学
校
初
代
校
長

相馬永胤役の三浦

貴大さん

……………………

駒井重格役の柄本

時生さん

田尻稲次郎役の

池上リョヲマさん

……………………

目賀田種太郎役の

橋本一郎さん

……………………

留

学

前

若者たちの壮大な夢を追う

新
時
代
を
見
据
え
て

相
馬
、
渡
米
を
決
意

た
じ
り
・
い
な
じ
ろ
う

上映については決定次第、本紙ならびにホームページに掲載します

▲ 永島敏行さん

財
政
学
の
第
一
人
者

日
曜
日
も
講
義
持
つ

▶

尾
崎
英
二
郎
さ
ん
㊧

や
む
な
く
一
時
帰
国
、再
渡
米

相
馬
、目
賀
田
と
出
会
い
、意
気
投
合

米
留
学
、専
修
学
校
を
開
学

創
立
者
４
人
の
横
顔

め
が
た
・
た
ね
た
ろ
う

「
日
本
法
律
会
社
」設
立

日
本
語
で
教
え
る
学
校
を
つ
く
ろ
う

渡
米
２
回
研
鑚
積
む

盟
友
追
悼
会
で
演
説

こ
ま
い
・
し
げ
た
だ

帰

国

後

開
業
広
告
で
生
徒
募
集

「
専
修
学
校
」設
立
に
奔
走

英
語
・
仏
語
に
堪
能

著
書
・
翻
訳
書
多
数
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